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現駅名 設立時駅名 設置年月 現住所 設置時点所属自治体 備考
新宿 １９２７．０４．０１ 新宿区西新宿 豊多摩郡淀橋町
南新宿 千駄ヶ谷新田 １９２７．０４．０１ 渋谷区代々木 豊多摩郡代々幡町
山谷 １９２７．０４．０１ 渋谷区 豊多摩郡代々幡町 廃駅
参宮橋 １９２７．０４．０１ 渋谷区代々木 豊多摩郡代々幡町
代々木八幡 １９２７．０４．０１ 渋谷区代々木 豊多摩郡代々幡町
代々木上原 代々幡上原 １９２７．０４．０１ 渋谷区西原 豊多摩郡代々幡町
東北沢 １９２７．０４．０１ 世田谷区北沢 荏原郡世田谷町
下北沢 １９２７．０４．０１ 世田谷区北沢 荏原郡世田谷町
世田谷代田 世田谷中原 １９２７．０４．０１ 世田谷区代田 荏原郡世田谷町
梅ヶ丘 １９３４．０４．０１ 世田谷区梅丘 荏原郡世田谷町
豪徳寺 １９２７．０４．０１ 世田谷区豪徳寺 荏原郡世田谷町
経堂 １９２７．０４．０１ 世田谷区経堂 荏原郡世田谷町
千歳船橋 １９２７．０４．０１ 世田谷区船橋 北多摩郡千歳村
祖師ヶ谷大蔵 １９２７．０４．０１ 世田谷区祖師谷 北多摩郡千歳村 千歳村祖師谷と砧村大蔵の境界近く。
成城学園前 １９２７．０４．０１ 世田谷区成城 北多摩郡砧村
喜多見 １９２７．０４．０１ 世田谷区喜多見 北多摩郡砧村
狛江 １９２７．０５．２７ 狛江市東和泉 北多摩郡狛江村
和泉多摩川 １９２７．０４．０１ 狛江市東和泉 北多摩郡狛江村
登戸 稲田多摩川 １９２７．０４．０１ 川崎市多摩区 橘樹郡稲田村
向ヶ丘遊園 稲田登戸 １９２７．０４．０１ 川崎市多摩区 橘樹郡稲田村
生田 東生田 １９２７．０４．０１ 川崎市多摩区 橘樹郡生田村
読売ランド前 西生田 １９２７．０４．０１ 川崎市多摩区 橘樹郡生田村
百合ヶ丘 １９６０．０３．２５ 川崎市麻生区 橘樹郡生田村 戦後新駅
新百合ヶ丘 １９７４．０６．０１ 川崎市麻生区 都筑郡柿生村 戦後多摩線敷設に伴う新駅
柿生 １９２７．０４．０１ 川崎市麻生区 都筑郡柿生村
鶴川 １９２７．０４．０１ 町田市能ヶ谷町 南多摩郡鶴川村
玉川学園前 １９２９．０４．０１ 町田市玉川学園 南多摩郡町田町
町田 新原町田 １９２７．０４．０１ 町田市原町田 南多摩郡町田町
相模大野 通信学校 １９３８．０４．０１ 相模原市相模大野 高座郡大野村
小田急相模原 相模原 １９３８．０４．０１ 相模原市南台 高座郡大野村
相武台前 座間 １９２７．０４．０１ 座間市相武台 高座郡座間村 高座郡新磯村との境界近く
座間 新座間 １９２７．０７．２８ 座間市入谷 高座郡座間村
海老名国分 １９２７．０４．０１ 海老名市国分北 高座郡海老名村 廃駅
海老名 １９４１．１１．２５ 海老名市上郷 高座郡海老名町
厚木 河原口 １９２７．０４．０１ 海老名市中新田 高座郡海老名村
本厚木 相模厚木 １９２７．０４．０１ 厚木市泉町 愛甲郡厚木町
愛甲石田 １９２７．０４．０１ 厚木市愛甲 愛甲郡南毛利村 中郡成瀬村石田との境界
伊勢原 １９２７．０４．０１ 伊勢原市桜台 中郡伊勢原町
鶴巻温泉 鶴巻 １９２７．０４．０１ 秦野市鶴巻北 中郡大根村
東海大学前 大根 １９２７．０４．０１ 秦野市南矢名 中郡大根村
秦野 大秦野 １９２７．０４．０１ 秦野市大秦町 中郡南秦野村
渋沢 １９２７．０４．０１ 秦野市曲松 中郡西秦野村
新松田 １９２７．０４．０１ 松田町松田惣領 足柄上郡松田町
開成 １９８５．０３．１４ 開成町吉田島 足柄上郡吉田島村 戦後新駅
栢山 １９２７．０４．０１ 小田原市栢山 足柄上郡桜井村
富水 １９２７．０４．０１ 小田原市堀之内 足柄下郡足柄村
蛍田 １９２７．０４．０１ 小田原市蓮正寺 足柄下郡足柄村
足柄 １９２７．０４．０１ 小田原市扇町 足柄下郡足柄村























































































































































































































































































よ ろ ず や
厚木上町遊園地は既に第一期が終り，ベンチや四阿屋など頗る清楚な感がする遊園地が出来上り，
町商工会は連合大売出しを催し数百本の煙火を終日打ち揚げる等，未曾有の盛況を呈するであろう
（中略）」３５）。
小田急沿線地域で計画的な駅前街区設計が行なわれた事例は，成城学園，玉川学園の学園都市，
江ノ島線の林間都市，及び戦後の新駅（新百合ヶ丘）などを除くと数少ないが，相模厚木駅は例外
的事例に属するといえる。その背景には駅開発に貢献した地域有力者の活動が存在した。相模厚木
駅（現本厚木駅）が開設された当初，表口は南口であった。駅前は当時の厚木町長後藤宗七所有の
水田であったが，この畦道を拡巾して，東の平塚線（旭町大通り）に通じる道路が一本建設され，
これが「小田急第一幹線」と名づけられた。さらにこの小田急一号線から分岐し，駅の東側を北方
に向けて踏み切りを渡り，元町通りまでつなぐ道路も建設され，「第二幹線」と呼ばれた（現在の
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小田急通り）。この二線が相模厚木駅から町内主要幹線への接続路となった。
一方駅開業当初の北口は，一面の水田で道は畦道のみという状態であったが，この北口一帯の農
地所有者あった町の有力者，中野再五郎（神中鉄道重役・厚木町助役）が自らの所有地を提供し，
北口から巾４m，延長３６０mの道路を全額自費の突貫工事で建設し，現在の２４６号まで接続。街灯ま
で設置したという。此の道路は当初「中野通り」と呼ばれた（現在の一番街通り）３６）。
厚木町ではその後も，駅周辺を住宅地として開発する努力を続け，当初は南口前面の水田が選出
されたが，所有者である町長後藤宗七の退職により，その計画は撤回され，その後，第二幹線寄り
の八反田地区に町営住宅が建設され，第二幹線沿いに商店が誘致され，街区の開発が進められた３７）。
このように，旧土地所有者の努力によって街区が整理された結果，相模厚木駅周辺部には，比較的
街区整備の行き届いた駅前区画が形成されたのである。
中郡伊勢原町における小田原線開通に関する史料が確認されるのは大正１２（１９２３）年８月以降の
ことである。当時町長であった長塚浪蔵に対して１９２５年５月５日付けで小田急社員安東龍五（当時
取締役総務課長）が発した書簡が残されており，小田急が伊勢原町において「線路用地買収に関す
る委員会」の設置を要請している。文中には同委員会について「過般出張の際御願ひ申し上置し」
と説明されていることから，小田急側がもう少し前の時期から町長に対して用地買収の調整依頼を
行なっていたことがわかる３８）。
用地買収交渉がまとまったのは大正１４（１９２５）年８月２４日。当時の土地売買契約書では小田急用
地主任石川辰造と伊勢原町加藤宗兵衛ほか５０名との間に以下のような契約が結ばれた。
第壱条 乙（地権者）ハ甲（小田原急行株式会社）会社ノ線路敷設ノ為メ自己所有ノ土地ヲ左記ノ
価格ヲ以テ甲ニ売渡スコトヲ承諾ス
一 田弐千参百参拾六坪五合参勺
此価格七千九円五拾九銭也
坪当リ価格金参円（反当九百円ノ割）
一 畑九千四百五拾二坪六勺
此価格金弐万壱千壱百七円也
坪当リ価格金弐円弐拾参銭参厘強（反当り金六百七拾円ノ割）但シ該土地ニ現存セル穴□
ヲ含ム）
一 山林二百九拾七坪二号七勺
此価格金弐百九拾七円参拾銭也
坪当リ価格金壱円（反当り参百円ノ割）
第二条 甲ハ前条買収代金ヲ所有権移転登記終了ノ日ニ於テ支払フモノトス
但前項所有権移転登記終了以前ニ於テ若シ会社ガ工事着手セル場合ハ工事着手ト同時ニ支
払フモノトス
第三条 甲ハ本契約ノ日ニ於テ該土地ニ現存セル左記物件ニ限リ左ノ価格ヲ以テ補償ス但シ乙ハ該
物件ヲ買収地以外ニ本年九月下旬迄ニ移転スルモノトス
一 桑（穴□ヲ含トス）単価一本金拾五銭
第四条 乙又ハ第三者カ本契約以降ニ於テ植付ケ或ハ種付シタル物件ニ対シテハ補償ヲ為サザルモ
ノトス但シ大正十四年十月迄ニ収穫スヘキ物件ニ対シ補償ノ必要ヲ生シタルトキ其価格ニ
付テハ追テ協議スルモノトス
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第五条 乙ハ所有権移転前何時ニテモ甲会社ガ第一条ノ工事ヲ為スニ付キ土地ノ使用ヲ為スモ異議
ナキモノトス３９）
この文書には駅敷地の無償譲渡についての約定は記されていない。伊勢原町と小田急との間で駅
設置場所で厳しい交渉があったという記録が現時点で見つからない。しかし隣接する駅に「愛甲石
田」という駅が存在する。これは当時愛甲郡南毛利村（現厚木市）と中郡成瀬村石田集落（現伊勢
原市）の境界上に設置されており，駅名はその両地名から取られたものである。同駅の設置を巡る
現地史料を今回確認することはできなかったが，駅設置を巡り沿線自治体が綱引きを行った名残り
とみることができよう。
秦野市の事例
現在の秦野市域はかつて中郡秦野町，東秦野村，西秦野村，南秦野村，北秦野村，大根村，足柄
上郡上秦野村の１町６村から形成されていたが，小田原線建設の計画が浮上すると，路線や駅の誘
致を巡って，各町村の運動が活性化した。なかでも動きが早かったのが市域西部の西秦野村である。
同村では従来小学校建設を巡って村内に紛擾が存在していたというが，小田急線駅設置に際して団
結し，同村曲松付近に駅設置を要望し，代償として敷地３０００坪を寄付することを１９２３年６月早々に
決定した４０）。市域東部の大根村では１９２５年５月１６日の村議会において大根橋付近に停車場を誘致す
るため敷地１２００坪以内を寄付することを決定し４１），その後村内から北矢名地区への誘致運動が発生
したが，結局当初予定に近い塩貝地区に大根駅が設置された４２）。また同じ大根村に設置された鶴巻
駅（現鶴巻温泉駅）は，１９１４年に湧出した同地の温泉に注目した小田急側の方針で設置された駅で
あるという。ただ同駅設置に際しても，駅用地については地元有志，和田文次郎ら３３名による３２８５
円の寄付金が集められたことが記録されている４３）。
これに対して市域で駅設置が最も紛糾したのが，市域の中心部をなす秦野町であった。同町では
１９２３年６月２４日の町議会で，町内に停車所の設置を要望し，敷地として３０００坪を寄付することが決
議されており，同年７月２７日の『横浜貿易新報』では，大根駅（現東海大学前駅），西秦野駅（現
渋沢駅）の設置に続き，秦野町にも駅が設置される予定であることが報じられている４４）。しかしそ
の後秦野町では駅設置場所を巡り大きな紛争が生じた。『秦野市史』によれば，当初小田急は秦野
町の乳牛地区に駅を設置する計画であったという４５）。しかし町内の他地区が同地区への駅設置に反
対し，町論が二分された。１９２３年６月２４日の町議会において，当時の安藤蓁太郎町長が停車場位置
について会社に再調査を求める決議を採決したことにより，乳牛地区賛成勢力が中郡役所や県庁へ
の陳情を行う騒ぎに発展した。この際，地元政友会系の代議士である小塩（八郎右衛門か？：引用
者）や，鈴木易三などが仲裁に入ろうとしたが乳牛地区支持者には憲政会派が多く，かえって反感
を買ったとの記述も残されている４６）。
この秦野町の騒動を見た隣接する南秦野村では，秦野町に替って南秦野村に駅を誘致する動きが
活発化し，結局小田急は南秦野村尾尻竹の下地区に駅設置を決定した４７）。近隣最大の自治体である
秦野町内に駅が設置されないという事態は当時としては大事件であった。その後，南秦野村でも「カ
ヤノ木」地区と「竹の下」地区とで駅設置場所を巡って村内対立が起こり，結局駅の設置された「竹
の下」地区は南秦野村の中心部から外れた，秦野町との境界部であったという。小田急側としても，
地域の中心地である秦野町へのアクセスを重視せざるを得なかった故の結果であろう。現在当時の
大秦野駅は秦野駅と名称を改め，南秦野村と秦野町も合併し，当時の事情は分かりにくくなってい
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るが，秦野町の旧市街から見て秦野駅が水無川を挟んだ対岸に位置するのは，上記のような事情に
よるものである。上記秦野町の騒動を取材した『横浜貿易新報』の記事の一部を最後にあげておき
たい。
「停車場の争奪戦は単に一秦野に於ける特種な現象では決してない，小田原を基点をし，新宿に
到る小田原急行鉄道の沿線随所に醸されつつある問題である。それが為めに一家団欒の如き町村が
互いに白眼相非済し，隣人顔をそむけて交を断つの類例余りに多きを驚くのである。何が為めに同
じ問題が，同じ状態に起るか，畢竟するに町村民が徒らに自己目前の利害に走ること急にして大局
を洞察するの力がなく又会社側は徒らに町村民の紛争を悪用し，或は却って煽動するが如き態度に
出で，町村側の提供条件のセリ上げに努め，該町村の将来を慮るが如き誠意は豪も之を認むること
が出来ないのである」４８）。
おわりに
小田原急行鉄道は，関西私鉄による沿線開発のパイオニア的地位にあった箕面有馬電鉄に比べ，
いくつかの点で用地買収上，不利な点を抱えていた。まず同社の開業は関西私鉄どころか関東私鉄
のなかでもかなりの後発であり，沿線開発や用地買収のメリット・デメリット，交渉のあり方など，
すでに社会的にある程度情報が普及している時期に計画された。また路線計画についても，新宿－
小田原間の免許取得については，新聞報道などを通じて既に現地の知るところとなっており，箕面
有馬電鉄のように匿名性を維持して用地買収を行える状況にはなかったのである。
小田原急行鉄道の創業者，利光鶴松は東京市における議員活動の結果，府下の政友会系議員を中
心に人的ネットワークを保持しており，同社には副社長の井上敬次郎，森恪，用地課長の楠熊治郎
ら，政友会系有力者を擁し，これらの人材が沿線用地買収において力を発揮した。逆に秦野町の事
例に見られるように，反政友会勢力の影響力の強い地域ではそのネットワークが十分に機能しなか
った可能性もある。また用地買収を巡っては個別地主に交渉するのではなく，これら有力者の他，
自治体の町村長など公職者に地元意見の集約を依頼するなどの行動も見られた。
その他小田急側の交渉カードは先行他社に比べ，非常に限られていたが，最大のものは駅の設置
場所であった。小田急沿線には祖師ヶ谷大蔵，愛甲石田など，当時の自治体の境界上に位置する駅
が存在する。これは従来沿線自治体の駅誘致合戦の結果，小田急側が止む無く境界線上に設置した
ものとの説明が一般的になされてきた。しかし自治体境界上の駅設置理由については，従来の説明
通り，自治体の誘致合戦の結果，小田急にとっても不本意な形で立地したものと，小田急側が沿線
自治体との交渉カードとするために計画したものと，２通りの可能性を考慮する必要がある。後者
の場合は，小田急側が計画当初から自治体境界上に駅を計画し，自治体の中心部に駅を欲する自治
体に対して，買収交渉の取りまとめや駅敷地の寄付を要求するための取引材料にした可能性が高い
のである。無論，町田，厚木，秦野といった沿線の有力町村に関しては当初から中枢部に駅を設置
する予定であっただろう（逆にこうした旧市街が存在する町村では，駅を市街中心部に置くことが
技術的に難しかった可能性はある）が，比較的小規模な町村に対しては駅の設置有無を含めた条件
を交渉材料にして，用地交渉が進められたものと考えられる。
沿線自治体，特に県の経済発展に取り残されつつあった，神奈川県内陸部の町村が全体として小
田急線誘致に協力的であったことは事実であろう。厚木町のように，沿線有力者が積極的に駅前開
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発を推進した事例も存在した。しかし個別の交渉となると町村内部での駅設置場所について，対立
が生じたし，用地買収を有利な価格で進めたいと考える土地所有者は当然存在した。駅敷地の寄附
も決して自治体から進んで申し出られたものではなく，駅設置を巡る交渉の過程で，小田急側が用
地寄付を設置条件としてつきつけた事例がみられる事実を把握する必要がある。地域間対立や条件
交渉があまりにも紛糾し，地域における調整者が十分な調整機能を発揮できなかった場合，秦野町
のように町村内駅設置が失敗するという事例も存在したのである。
本書の分析は基本的に沿線地域の郷土史研究の成果をまとめたものであり，また小田急本社の内
部資料を活用したものでもない。より多数の事例を蓄積するか，一次資料に近い根拠を提示するこ
とで，本稿の仮説・主張を検証してゆくことが今後の課題となる。
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